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・高齢者が増加するなか、医療と介護の連携が重要になってくる。あわせて、看護師・介護福祉士の育成、

待遇改善も実施してほしい。 施設入所者

（認知症）

・認知症予防に効果のある楽しいサークルを作ってほしい。 高齢者一般

・認知症の人を病院に連れていくこと自体が大変で、認定を受けるのに７年かかった。在宅のまま専門家

に来てもらえるような制度を望む。認知症のプロの話しかけ方を実際に体験できる場がほしかった。要

介護認定者

・母が認知症で、デイサービス等を利用しながら介護をしている。運悪く徘徊してしまった折には警察も

頼りにならず、真夜中まで自分で捜し回った経験がある。地域や区、町などで、認知症の高齢者の把握

をして、見守りや声掛けのできる体制を作ってもらえると安心できる。 これから高齢期

（地域とのつながり）

・地域での連携、生活していく上での責任と役割（ごみ置場の清掃などわずかなことであっても）をしっ

かりと担っていくようなことが大切だと思う。孤独死や老夫婦の心中など悲しい出来事をなくすために

も、日常のふれあいが否応なくあるようなコミュニティであることが必要。そのためには町内会や民生

委員の活動をもっとしっかりとし、それがうまくいくように区が補助していくような形がよいのではな

いか。 高齢者一般

（情報提供／相談体制）

・介護保険を実際に使うとき、スムーズに進められるか不安が大きい。 高齢者一般

・介護保険を受けずに日常を暮らすことができているが、日々、身体への不安が増している。健康面、生

・一人暮らしになってみて感じたのは、 歳以上で一人暮らしの人に対して定期的に訪問し、淋しさや不

安感、悩みなど和らげるようにしてほしい。病気がちの人は特に夜が心細いと思うため、見守り対策を

お願いしたい。 高齢者一般

・高齢者夫婦や高齢の同居家族のみの世帯ではインターネットやパソコンが使えないため区のホームペ

ージなどを開くことができない。唯一の頼りは区報や区の刊行物のため、なるべく大文字にしてもらえ

ると有難い。 要介護認定者

・全て（家の状況、不動産他）を相談できる人がいてほしい。 要介護認定者

・ 代では介護が必要になった時というのが近い将来とは思っても切実ではない。自分が介護が必要にな

った時、まず最初にどこに連絡をすれば良いかもわからない。最初にどこに相談したら良いのかをもっ

と宣伝（アピール）してほしい。 これから高齢期

・今はまだ就労しているため高齢者という意識がないが、退職後の生活の仕方をレクチャーしていただか

ないと、これまでずっと仕事をしてきている人間にとって仕事がなくなるとそれだけで気力が失くなり

そう。制度や使えるサービスも分からないのが現状である。 これから高齢期

（その他）

・今は元気で友人も多いが、 年先にはどうなるか色々と心配。しかし現在は介護等は必要ないため、よ

く分からないことが多い。 高齢者一般

・ある程度、健康であるため実感がない。しかし勉強しなければと感じた。 高齢者一般

・介護の徴収からみて、実際に世話をしてくれる最前線の給料が安いということが信じられない。現場の

第一線のメンバーが手厚くなるようなシステムに力を注いでいただきたい。 要介護認定者

・介護保険を利用しているが、人材の質に問題がある。時給が低いと問題になっているが、その前に利用

者の声も聞くべき。 要介護認定者

・有料老人ホームは費用がかかる分、スタッフ数も特養より少しは多く、看護師が 時間いて安心だと

思う。雰囲気も良く、満足しているが、常に金銭的な不安がつきまとう。

・ヘルパースタッフの人員増加と入居者を敬う気持ちをきちんと持てるような基礎的な力や丁寧さにつ

いて教育できる場を作ってもらいたい。 施設入所者

活面で身近に相談に応じてくれる場所がほしい。[高齢者一般] 

特別養護老人ホーム入所申込みの状況

（１）現在の生活場所

○特養入所待機者では、「自宅（家族などとの同居も含む）」が最も高く ％となっている。

○施設入所者では、「認知症高齢者グループホーム」が ％、「有料老人ホーム」が ％、「サ

ービス付き高齢者向け住宅」が ％となっている。

■現在の生活場所

自宅

（家族

などと

の同

居も含

む）

介護

老人

保健

施設

病院

に入

院中

介護

療養

型医

療施

設

認知

症高

齢者

グ

ルー

プホー

ム

有料

老人

ホー

ム

都市

型軽

費老

人

ホー

ム

サー

ビス付

き高齢

者向

け住

宅

特別

養護

老人

ホー

ム

その

他

無回

答

（ n ）

ポイント以下

【特養入所待機者】

全 体

ポ イ ン ト 以 上

％

認知症高齢者

グループホー

ム

有料老人ホー

ム

サービス付き

高齢者向け住

宅

その他 無回答

（ n ）

施 設 入 所 者

％
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（２）医療処置の状況

○医療処置の状況で「あてはまるものはない」は、特養入所待機者が約６割、施設入所者が７割近く

となっている。

○医療処置が必要な場合は、「褥瘡（床ずれ）の処置」（特養入所待機者 ％、施設入所者 ％）、

「胃ろう・経管栄養」（特養入所待機者 ％、施設入所者 ％）が挙げられている。

■医療処置の状況（複数回答）

胃ろう・経管栄養

気管切開

インスリン注射

尿管カテーテル

人工肛門

在宅酸素

ペースメーカー

人工透析

たんの吸引

褥瘡（床ずれ）の処置

その他

あてはまるものはない

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下

施設入所者
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（２）医療処置の状況

○医療処置の状況で「あてはまるものはない」は、特養入所待機者が約６割、施設入所者が７割近く

となっている。

○医療処置が必要な場合は、「褥瘡（床ずれ）の処置」（特養入所待機者 ％、施設入所者 ％）、

「胃ろう・経管栄養」（特養入所待機者 ％、施設入所者 ％）が挙げられている。

■医療処置の状況（複数回答）

胃ろう・経管栄養

気管切開

インスリン注射

尿管カテーテル

人工肛門

在宅酸素

ペースメーカー

人工透析

たんの吸引

褥瘡（床ずれ）の処置

その他

あてはまるものはない

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下

施設入所者

（３）最初に特別養護老人ホームの入所を申し込んだ時期からの待機年数

○最初に特別養護老人ホームの入所を申し込んだ時期からの待機年数は、「１年未満」が最も高く

％、「１～２年未満」（ ％）、「２～３年未満」（ ％）と回答した人も含めると、“３

年未満”が５割半ばとなっている。

■最初に特別養護老人ホームの入所を申し込んだ時期からの待機年数

1年未

満

1～2年

未満

2～3年

未満

3～4年

未満

4～5年

未満

5～7年

未満

7～10

年未満

10年以

上

無回答

（ n ）

ポイ ント 以上

ポイ ント 以下

【特養入所待機者】

全 体

％

※ 起算点は平成 年 月

【経年比較】

○平成 年度調査結果と比較すると、平成 年度は「１年未満」が３割半ばとなっている。

■最初に特別養護老人ホームの入所を申し込んだ時期からの待機年数＜特養入所待機者：経年比較＞

（％）

年

未

満
～

年

未

満

～
年

未

満

～
年

未

満

～
年

未

満

～
年

未

満

～

年

未

満

年

以

上

無

回

答

平成28年度

平成25年度

（４）入所したい特別養護老人ホームのタイプ

① 入所したい特別養護老人ホームのタイプ

○「多床室」が最も高く ％、次いで「ユニット型個室」が ％となっている。

■入所したい特別養護老人ホームのタイプ

多床室 従来型個室 ユニット型個

室

どちらでもよい 無回答

（ n ）

ポイ ント 以上

ポイ ント 以下

【特養入所待機者】

全 体

％
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② 入所したい特別養護老人ホームのタイプの理由

○「費用負担の面を考慮して」が最も高く ％、次いで「なるべく早く入居したいから」（ ％）、

「急な体調の変化など、緊急の際に安心だから」（ ％）、「居室や設備の形態が自分の生活ス

タイルに合っているから」（ ％）と続いている。

■入所したい特別養護老人ホームのタイプの理由（複数回答）

費用負担の面を考慮して

なるべく早く入居したいから

急な体調の変化など、緊急の際に安心だ

から

居室や設備の形態が自分の生活スタイル

に合っているから

希望に合った形の介護を受けられるから

入居したいと考えている施設がそのタイ

プだから

特にこだわりがないから

その他

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下
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② 入所したい特別養護老人ホームのタイプの理由

○「費用負担の面を考慮して」が最も高く ％、次いで「なるべく早く入居したいから」（ ％）、

「急な体調の変化など、緊急の際に安心だから」（ ％）、「居室や設備の形態が自分の生活ス

タイルに合っているから」（ ％）と続いている。

■入所したい特別養護老人ホームのタイプの理由（複数回答）

費用負担の面を考慮して

なるべく早く入居したいから

急な体調の変化など、緊急の際に安心だ

から

居室や設備の形態が自分の生活スタイル

に合っているから

希望に合った形の介護を受けられるから

入居したいと考えている施設がそのタイ

プだから

特にこだわりがないから

その他

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下

自分自身が見学に行った

家族などが見学に行った

家族などと一緒に見学に行った

見学に行った施設と行かなかった施設が

ある

見学に行かなかった

覚えていない、わからない

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下

（５）特別養護老人ホームの申込み状況

① 申込みを決定した人

○いずれの調査においても、「息子」「娘」が最も高く、両者を合わせた“子ども”が半数以上とな

っている。

○「本人」は、特養入所待機者で１割未満、施設入所者で２割近くとなっている。

■申込みを決定した人

本人 夫 妻 息子 娘 子の

夫

子の

妻

親 孫 兄弟

姉妹

その

他

無回

答

（ n ）

ポイ ント 以上

ポイ ント 以下

【特養入所待機者】

全 体

施 設 入 所 者

％

※ 施設入所者は特別養護老人ホームに入所申込みの経験のある方を対象とした

② 申込み時の施設見学の有無

○「家族などが見学に行った」が最も高く ％、次いで「見学に行かなかった」が ％で続い

ている。

■申込み時の施設見学の有無（複数回答）
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③「練馬区特別養護老人ホーム入所基準」の把握有無

○「家族などが把握した」が最も高く ％となっている。

○「把握しなかった」は１割半ばとなっている。

■「練馬区特別養護老人ホーム入所基準」の把握有無（複数回答）

自分自身で把握した

家族などが把握した

把握しなかった

覚えていない、わからない

無回答

【特養入所待機者】全体

ポイント以上

ポイント以下

④ 医療行為への対応状況の把握有無

○「家族などが把握した」が最も高く ％となっている。

○「把握しなかった」は約２割となっている。

■医療行為への対応状況の把握有無（複数回答）

自分自身で把握した

家族などが把握した

把握した施設としなかった施設がある

把握しなかった

覚えていない、わからない

無回答

【特養入所待機者】全体

ポイント以上

ポイント以下
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③「練馬区特別養護老人ホーム入所基準」の把握有無

○「家族などが把握した」が最も高く ％となっている。

○「把握しなかった」は１割半ばとなっている。

■「練馬区特別養護老人ホーム入所基準」の把握有無（複数回答）

自分自身で把握した

家族などが把握した

把握しなかった

覚えていない、わからない

無回答

【特養入所待機者】全体

ポイント以上

ポイント以下

④ 医療行為への対応状況の把握有無

○「家族などが把握した」が最も高く ％となっている。

○「把握しなかった」は約２割となっている。

■医療行為への対応状況の把握有無（複数回答）

自分自身で把握した

家族などが把握した

把握した施設としなかった施設がある

把握しなかった

覚えていない、わからない

無回答

【特養入所待機者】全体

ポイント以上

ポイント以下

⑤ 入所申し込みをした特別養護老人ホームの情報の入手経路

○「ケアマネジャー」が最も高く ％、次いで「高齢者相談センター（地域包括支援センター）」

が ％、「インターネット」が ％で続いている。

■入所申し込みをした特別養護老人ホームの情報の入手経路（複数回答）

ケアマネジャー

高齢者相談センター

（地域包括支援センター）

インターネット

特別養護老人ホーム

入所（入院）している（いた）施設職員

区役所

親族・友人等

医師・医療機関

社会福祉協議会

その他

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下
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（６）特別養護老人ホーム以外の入所申込みの状況

① 特別養護老人ホーム以外の入所申込みの状況

○「特にない」が５割を超えている。申込み先としては、「介護老人保健施設」が最も高く ％、

次いで、介護療養型医療施設（ ％）と続いている。

■特別養護老人ホーム以外の入所申込みの状況（複数回答）

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

有料老人ホーム

認知症高齢者グループホーム

一般の病院（医療保険での入院）

都市型軽費老人ホーム

サービス付き高齢者向け住宅

その他

特にない

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下
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（６）特別養護老人ホーム以外の入所申込みの状況

① 特別養護老人ホーム以外の入所申込みの状況

○「特にない」が５割を超えている。申込み先としては、「介護老人保健施設」が最も高く ％、

次いで、介護療養型医療施設（ ％）と続いている。

■特別養護老人ホーム以外の入所申込みの状況（複数回答）

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

有料老人ホーム

認知症高齢者グループホーム

一般の病院（医療保険での入院）

都市型軽費老人ホーム

サービス付き高齢者向け住宅

その他

特にない

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下

② 特別養護老人ホーム以外の施設等を利用したい理由と特別養護老人ホーム以外に申込みをして

いない理由

ア．特別養護老人ホーム以外の施設等を利用したい理由

○特別養護老人ホーム以外の入所申込みの状況で“特別養護老人ホーム以外に申込みをしている施設

がある”と回答した人の特別養護老人ホーム以外の施設を利用したい理由は、「将来の介護に不安

を感じるため」が最も高く ％、次いで「家族が精神的・身体的に疲れているため」が ％

で続いている。

■特別養護老人ホーム以外の施設等を利用したい理由（複数回答）

将来の介護に不安を感じるため

家族が精神的・身体的に疲れているため

家族が働いており、

介護する家族がいないため

現在の住居がバリアフリー化

されていないため

１人暮らしで介護する同居の家族が

いないため

その他

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下
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イ．特別養護老人ホーム以外に申込みをしていない理由

○特別養護老人ホーム以外の入所申込みの状況で「特にない」と回答した人の特別養護老人ホーム以

外に申込みをしていない理由は、「特別養護老人ホーム以外の施設は経済的に入れないため」が最

も高く ％、次いで「すでに特別養護老人ホーム以外の施設に入所しているため」が ％で

続いている。

■特別養護老人ホーム以外に申込みをしていない理由（複数回答）

特別養護老人ホーム以外の施設は

経済的に入れないため

すでに特別養護老人ホーム以外の施設に

入所しているため

入所待ちの期間を見込んで早めに

申し込んだが、現在は自宅で生活できるため

特別養護老人ホーム以外の施設が

わからないため

特別養護老人ホーム以外の施設では

希望するサービスを受けられないため

その他

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下

○「待機者のうち、入所の優先度の目安」が最も高く ％となっている。

■入所申し込み後に欲しい情報（連絡）

入所申し

込みを受

け付けた

旨とその

日付

自身の指

数（点数）

待機者の

うち、入所

の優先度

の目安

入所申込

書の有効

期間

提出した

申込書の

写し

特に情報

はいらな

い

無回答

（ n ）

ポイント以上

ポイント以下

【特養入所待機者】

全 体

％

（７）入所申し込み後に欲しい情報（連絡） 
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イ．特別養護老人ホーム以外に申込みをしていない理由

○特別養護老人ホーム以外の入所申込みの状況で「特にない」と回答した人の特別養護老人ホーム以

外に申込みをしていない理由は、「特別養護老人ホーム以外の施設は経済的に入れないため」が最

も高く ％、次いで「すでに特別養護老人ホーム以外の施設に入所しているため」が ％で

続いている。

■特別養護老人ホーム以外に申込みをしていない理由（複数回答）

特別養護老人ホーム以外の施設は

経済的に入れないため

すでに特別養護老人ホーム以外の施設に

入所しているため

入所待ちの期間を見込んで早めに

申し込んだが、現在は自宅で生活できるため

特別養護老人ホーム以外の施設が

わからないため

特別養護老人ホーム以外の施設では

希望するサービスを受けられないため

その他

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下

○「待機者のうち、入所の優先度の目安」が最も高く ％となっている。

■入所申し込み後に欲しい情報（連絡）

入所申し

込みを受

け付けた

旨とその

日付

自身の指

数（点数）

待機者の

うち、入所

の優先度

の目安

入所申込

書の有効

期間

提出した

申込書の

写し

特に情報

はいらな

い

無回答

（ n ）

ポイント以上

ポイント以下

【特養入所待機者】

全 体

％

（７）入所申し込み後に欲しい情報（連絡） 

自宅から近い

家族が面会に来る際に交通が便利

職員が親切で対応が良い

料金が安い

居室タイプ（多床室、ユニット型等）が

希望と合っている

最期までいられる（現在の入所施設には

期限があるため）

必要な介護保険サービスが受けられる

（介護専門職が十分いる）

見学をして、施設の雰囲気が良かった

ケアマネジャーに勧められた

部屋や建物の環境が充実している

緊急時にも対応が可能である（24 時間

対応）

併設のデイサービスなど、同じ法人の介

護保険サービスを受けていた

必要な医療処置を受けられる

栄養管理の行き届いた食事が食べられる

施設の防犯・見守りがしっかりしている

自立支援に向けたリハビリなどの機能訓

練サービスが受けられる

話し相手やクラブ活動など仲間との交流

がある

日中のプログラムが充実している

必要な介護保険外サービスが受けられる

おいしい食事が食べられる

知人・友人に勧められた

すぐに入所できそうだから

その他

特にない

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下

○「自宅から近い」が最も高く ％、次いで「家族が面会に来る際に交通が便利」が ％、「職

員が親切で対応が良い」が ％で続いている。

■入所申し込みをした特別養護老人ホームを選択した理由（複数回答）

（８）入所申し込みをした特別養護老人ホームを選択した理由 
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○「将来の介護に不安を感じるため」が最も高く ％、次いで「家族が精神的・身体的に疲れてい

るため」が ％、「家族が働いており、介護する家族がいないため」が ％と続いている。

■特別養護老人ホームを申し込んだ理由（複数回答）

将来の介護に不安を感じるため

家族が精神的・身体的に疲れているため

家族が働いており、

介護する家族がいないため

現在の住居が

バリアフリー化されていないため

１人暮らしで介護する同居の

家族がいないため

ショートステイ（短期入所生活介護）が

必要なときに使えないため

24 時間のホームヘルプサービス（訪問

介護）が必要なときに使えないため

現在の在宅サービスの内容に

不満があるため

デイサービス（通所介護）が

必要なときに使えないため

その他

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下

（９）特別養護老人ホームを申し込んだ理由 
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○「将来の介護に不安を感じるため」が最も高く ％、次いで「家族が精神的・身体的に疲れてい

るため」が ％、「家族が働いており、介護する家族がいないため」が ％と続いている。

■特別養護老人ホームを申し込んだ理由（複数回答）

将来の介護に不安を感じるため

家族が精神的・身体的に疲れているため

家族が働いており、

介護する家族がいないため

現在の住居が

バリアフリー化されていないため

１人暮らしで介護する同居の

家族がいないため

ショートステイ（短期入所生活介護）が

必要なときに使えないため

24 時間のホームヘルプサービス（訪問

介護）が必要なときに使えないため

現在の在宅サービスの内容に

不満があるため

デイサービス（通所介護）が

必要なときに使えないため

その他

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下

（９）特別養護老人ホームを申し込んだ理由 （ ）特別養護老人ホームに期待すること

○「 時間体制で介護が受けられること」が最も高く ％、次いで「専門的な介護が受けられる

こと」が ％、「孤独にならないこと」が ％と続いている。

■特別養護老人ホームに期待すること（複数回答）

24 時間体制で介護が受けられること

専門的な介護が受けられること

孤独にならないこと

掃除、洗濯などの家事を代わりにやって

くれること

防犯、防災面などで安心できること

在宅の介護保険サービスより費用が安く

なること

その他

特にない

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下
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（ ）区外の特別養護老人ホーム入所申込み状況

① 区外特養の入所申込みの状況

○区外の特別養護老人ホームに入所を「申し込んでいる」人は ％、「申し込んでいない」人は

％となっている。

○区外の特別養護老人ホームに入所を「申し込んでいる」と回答した人の入所を申し込んでいる特別

養護老人ホームの場所は、「都内（ 区内）」が最も高く ％、次いで「埼玉県」が ％、

「都内（ 区外）」が ％と続いている。

■区外の特別養護老人ホーム入所申込みの状況

申し込んでいる 申し込んでいない 無回答

（ n ）

ポイ ント 以上

ポイ ント 以下

【特養入所待機者】

全 体

％

■申し込んでいる特別養護老人ホームの場所（複数回答）

都内（23 区内）

埼玉県

都内（23 区外）

千葉県

神奈川県

その他

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下
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（ ）区外の特別養護老人ホーム入所申込み状況

① 区外特養の入所申込みの状況

○区外の特別養護老人ホームに入所を「申し込んでいる」人は ％、「申し込んでいない」人は

％となっている。

○区外の特別養護老人ホームに入所を「申し込んでいる」と回答した人の入所を申し込んでいる特別

養護老人ホームの場所は、「都内（ 区内）」が最も高く ％、次いで「埼玉県」が ％、

「都内（ 区外）」が ％と続いている。

■区外の特別養護老人ホーム入所申込みの状況

申し込んでいる 申し込んでいない 無回答

（ n ）

ポイ ント 以上

ポイ ント 以下

【特養入所待機者】

全 体

％

■申し込んでいる特別養護老人ホームの場所（複数回答）

都内（23 区内）

埼玉県

都内（23 区外）

千葉県

神奈川県

その他

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下

② 区外特養に申し込まない理由

○区外の特別養護老人ホームに入所を「申し込んでいない」と回答した人の申し込まない理由は、「特

別養護老人ホームに家族が訪ねてくるのが遠くなるため」が最も高く ％となっている。「区外

■区外の特別養護老人ホームに申し込まない理由

特別養護老人

ホームに家族

が訪ねてくる

のが遠くなるた

め

区内の特別養

護老人ホーム

しか申し込み

できないと思っ

ていたため

区外にどのよ

うな特別養護

老人ホームの

施設があるか

知らないため

その他 無回答

（ n ）

ポイント以上

ポイント以下

【特養入所待機者】

全 体

％

（ ）申し込んでいる特別養護老人ホームから連絡がきた場合の対応

① 連絡がきた場合の対応

○申し込んでいる特別養護老人ホームから「入所できます」と連絡がきた場合の対応は、「すぐに入

所する」が ％で最も高く、「複数の施設に申し込んでおり、最も希望する施設であれば入所す

る」（ ％）とあわせ、入所に積極的な人が７割近くとなっている。

○「すぐには決められない」と「まだ自宅で暮らせるため、お断りする」を合わせた“すぐに入所し

ない”は２割半ばとなっている。

■連絡がきた場合の対応

すぐに入所す

る

複数の施設に

申し込んでお

り、最も希望す

る施設であれ

ば入所する

すぐには決め

られない

まだ自宅で暮

らせるため、お

断りする

無回答

（ n ）

ポイント以上

ポイント以下

【特養入所待機者】

全 体

％

にどのような特別養護老人ホームの施設があるか知らないため」は 18.3％となっている。 
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② 入所案内の連絡を辞退した経験

○申し込んでいる特別養護老人ホームから「入所できます」と連絡があった際に断った経験が「ある」

は ％、「ない」は ％となっている。

■入所案内の連絡を辞退した経験

ある ない 無回答

（ n ）

ポイ ント 以上

ポイ ント 以下

【特養入所待機者】

全 体

％

③ 辞退した理由

○“入所辞退の経験がある”と回答した人の辞退した理由は、「まだ自宅で暮らしたかったため」が

最も高く、 ％となっている（ただし、サンプル数が少ないため参考値とする）。

■辞退した理由

入院中

だったた

め

通院中

だったた

め

カゼなど

で一時

的に体

調を崩し

ていたた

め

介護老

人保健

施設に

入所して

いたため

介護療

養型医

療施設

に入所し

ていたた

め

まだ自

宅で暮ら

したかっ

たため

その他 無回答

（ n ）

ポイ ント 以上

ポイ ント 以下

【特養入所待機者】

全 体

％
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② 入所案内の連絡を辞退した経験

○申し込んでいる特別養護老人ホームから「入所できます」と連絡があった際に断った経験が「ある」

は ％、「ない」は ％となっている。

■入所案内の連絡を辞退した経験

ある ない 無回答

（ n ）

ポイ ント 以上

ポイ ント 以下

【特養入所待機者】

全 体

％

③ 辞退した理由

○“入所辞退の経験がある”と回答した人の辞退した理由は、「まだ自宅で暮らしたかったため」が

最も高く、 ％となっている（ただし、サンプル数が少ないため参考値とする）。

■辞退した理由

入院中

だったた

め

通院中

だったた

め

カゼなど

で一時

的に体

調を崩し

ていたた

め

介護老

人保健

施設に

入所して

いたため

介護療

養型医

療施設

に入所し

ていたた

め

まだ自

宅で暮ら

したかっ

たため

その他 無回答

（ n ）

ポイ ント 以上

ポイ ント 以下

【特養入所待機者】

全 体

％

④ 辞退した回数

○“入所辞退の経験がある”と回答した人の入所辞退の回数は、「１回」が ％、「２回」が ％

となっている（ただし、サンプル数が少ないため参考値とする）。

■辞退した回数

１回 ２回 ３回 ７回 無回答

（ n ）

ポイント以上

ポイント以下

【特養入所待機者】

全 体

％

⑤ 入所の希望時期

○入所の希望時期は「すぐに入所したい」が最も高く ％となっている。

■入所の希望時期

すぐに入

所したい

３か月以

内に入所

したい

６か月以

内に入所

したい

１年以内

に入所し

たい

２年以内

に入所し

たい

その他 無回答

（ n ）

ポイント以上

ポイント以下

【特養入所待機者】

全 体

％
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（ ）サービス等の充実による在宅生活の継続希望

① 在宅生活の継続希望

○「ぜひ、今の家で生活を続けたい」と「可能な限り今の家で生活を続けたい」「いつかは特別養護

老人ホームに入所したい」を合わせた“当分は在宅生活を継続する”は４割半ばで、「なるべく早

く特別養護老人ホームに入所したい」と同程度となっている。

■在宅生活の継続希望

ぜひ、今の家

で生活を続け

たい

可能な限り今

の家で生活を

続けたい

いつかは特別

養護老人ホー

ムに入所した

い

なるべく早く特

別養護老人

ホームに入所

したい

無回答

（ n ）

ポイント以上

ポイント以下

【特養入所待機者】

全 体

％

 

【参考：経年比較】 

○「ぜひ、今の家で生活を続けたい」と「可能な限り今の家で生活を続けたい」を合わせると、平成

25年度は 20.6％であるのに対し、平成 28年度は 23.2％となっている。 
 
■在宅生活の継続希望＜特養入所待機者：経年比較＞ 

（％）

n

ぜ

ひ

今

の

家

で
生

活

を

続

け
た

い

可

能

な
限

り

今

の
家

で

生

活

を
続

け

た

い

い

つ

か
は

特

別

養
護

老

人

ホ

ム

に

入

所
し

た

い な

る

べ
く

早

く

特
別

養

護

老

人
ホ

ム

に
入

所

し

た

い

無

回

答

平成28年度 479 5.2 18.0 21.3 43.2 12.3

（％）

n

ぜ
ひ

今

の
家

で

生

活

を
続

け

た

い

可
能

な

限

り
今

の

家

で

生
活

を

続

け
た

い

い
つ

か

は

特
別

養

護

老

人
ホ

ム

に
入

所

し

た

い １
年

以

内

に
特

別

養

護

老
人

ホ

ム
に

入

所

し

た
い

す
ぐ

に

特

別
養

護

老

人

ホ

ム

に

入
所

し

た

い

無
回

答

平成25年度 1,352 3.8 16.9 24.6 6.4 28.3 20.0  
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（ ）サービス等の充実による在宅生活の継続希望

① 在宅生活の継続希望

○「ぜひ、今の家で生活を続けたい」と「可能な限り今の家で生活を続けたい」「いつかは特別養護

老人ホームに入所したい」を合わせた“当分は在宅生活を継続する”は４割半ばで、「なるべく早

く特別養護老人ホームに入所したい」と同程度となっている。

■在宅生活の継続希望

ぜひ、今の家

で生活を続け

たい

可能な限り今

の家で生活を

続けたい

いつかは特別

養護老人ホー

ムに入所した

い

なるべく早く特

別養護老人

ホームに入所

したい

無回答

（ n ）

ポイント以上

ポイント以下

【特養入所待機者】

全 体

％

 

【参考：経年比較】 

○「ぜひ、今の家で生活を続けたい」と「可能な限り今の家で生活を続けたい」を合わせると、平成

25年度は 20.6％であるのに対し、平成 28年度は 23.2％となっている。 
 
■在宅生活の継続希望＜特養入所待機者：経年比較＞ 

（％）

n

ぜ

ひ

今

の

家

で
生

活

を

続

け
た

い

可

能

な
限

り

今

の
家

で

生

活

を
続

け

た

い

い

つ

か
は

特

別

養
護

老

人

ホ

ム

に

入

所
し

た

い な

る

べ
く

早

く

特
別

養

護

老

人
ホ

ム

に
入

所

し

た

い

無

回

答

平成28年度 479 5.2 18.0 21.3 43.2 12.3

（％）

n

ぜ
ひ

今

の
家

で

生

活

を
続

け

た

い

可
能

な

限

り
今

の

家

で

生
活

を

続

け
た

い

い
つ

か

は

特
別

養

護

老

人
ホ

ム

に
入

所

し

た

い １
年

以

内

に
特

別

養

護

老
人

ホ

ム
に

入

所

し

た
い

す
ぐ

に

特

別
養

護

老

人

ホ

ム

に

入
所

し

た

い

無
回

答

平成25年度 1,352 3.8 16.9 24.6 6.4 28.3 20.0  
 

 

② 在宅生活を継続できる在宅サービス

○ “当分は在宅生活を継続する”と回答した人の在宅生活を可能にすると思うサービスは、「 時

間 日必要に応じて、定期的かつ随時に、自宅でヘルパーや看護師に食事・入浴などの介助や緊

急時に対応してもらえる」が最も高く ％、次いで、「デイサービスやショートステイを利用し

たいときに利用できる」（ ％）、「施設へ通うことを中心に、自宅へ訪問してもらったり、施

設へ泊まったりするなど、柔軟に対応してもらえる」（ ％）と続いている。

■在宅生活を継続できる在宅サービス（複数回答）

24 時間365 日必要に応じて、定期的かつ随時に、

自宅でヘルパーや看護師に食事・入浴などの

介助や緊急時に対応してもらえる

デイサービスやショートステイを

利用したいときに利用できる

施設へ通うことを中心に、自宅へ訪問

してもらったり、施設へ泊まったりするなど、

柔軟に対応してもらえる

24 時間365 日必要に応じて、計画的あるいは

随時に、自宅で医師に診療してもらえる

認知症に配慮した介護保険サービスが整っている

家族が理解・協力してくれる

困ったときにいつでも身近に相談できる

体制が整っている

在宅生活ができるよう、

専門家にリハビリをしてもらえる

配食や買い物、ごみ出しなどの

生活面を支援してもらえる

段差の解消や手すりなど、住まいの構造や

設備がバリアフリーになっている

声かけや見守りをしてくれるなど

地域の理解や支えがある

その他

特にない

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下



 − 142 −

（ ）ショートステイの利用状況

① 過去１年間のショートステイの利用状況

○平成 年 月～平成 年 月の過去１年間にショートステイを「利用した」が ％、「利用

していない」が ％となっている。

■過去１年間のショートステイの利用状況

利用した 利用していない 無回答

（ n ）

ポイ ント 以上

ポイ ント 以下

【特養入所待機者】

全 体

％

② ショートステイの利用目的

○“過去１年間にショートステイを利用した”と回答した人の利用目的は、「介護者や家族の心身の

負担軽減のため」が最も高く ％となっている。

■利用目的（複数回答）

介護者や家族の心身の負担軽減のため

施設の入所待ちのため

介護者や家族の冠婚葬祭、旅行などのた

め

夜間の見守りのため

認知症への対応のため

生活のリズムをつくる（取り戻す）ため

介護者や家族の急病のため

閉じこもり状態を防止するため

その他

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下
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（ ）ショートステイの利用状況

① 過去１年間のショートステイの利用状況

○平成 年 月～平成 年 月の過去１年間にショートステイを「利用した」が ％、「利用

していない」が ％となっている。

■過去１年間のショートステイの利用状況

利用した 利用していない 無回答

（ n ）

ポイ ント 以上

ポイ ント 以下

【特養入所待機者】

全 体

％

② ショートステイの利用目的

○“過去１年間にショートステイを利用した”と回答した人の利用目的は、「介護者や家族の心身の

負担軽減のため」が最も高く ％となっている。

■利用目的（複数回答）

介護者や家族の心身の負担軽減のため

施設の入所待ちのため

介護者や家族の冠婚葬祭、旅行などのた

め

夜間の見守りのため

認知症への対応のため

生活のリズムをつくる（取り戻す）ため

介護者や家族の急病のため

閉じこもり状態を防止するため

その他

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下

③ 希望している時期の利用状況

○“過去１年間にショートステイを利用した”と回答した人の希望している時期の利用状況は、“利

用できている”（「利用できている」と「利用できるときが多い」の合計）が ％と、“利用で

きない”（「利用できない」と「利用できないときが多い」の合計）を大きく上回っている。

■希望時期の利用状況

利用できて

いる

利用できる

ときが多い

どちらともい

えない

利用できな

いときが多

い

利用できな

い

無回答

（ n ） （ 計 ）

ポイ ント 以上

ポイ ント 以下

利用

できて

いる

利用

できな

い

【特養入所待機者】

全 体

％

④ 希望施設の利用状況

○“過去１年間にショートステイを利用した”と回答した人の希望施設の利用状況は、“利用できて

いる”（「利用できている」と「利用できるときが多い」の合計）が ％と、“利用できない”

（「利用できない」と「利用できないときが多い」の合計）を大きく上回っている。

■希望施設の利用状況

利用できて

いる

利用できる

ときが多い

どちらともい

えない

利用できな

いときが多

い

利用できな

い

無回答

（ n ） （ 計 ）

ポイ ント 以上

ポイ ント 以下

利用

できて

いる

利用

できな

い

【特養入所待機者】

全 体

％


